
は
じ
め
に

近
年
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
定
義
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、

担
保
と
な
る
よ
う
な
資
産
を
持
た
な
い
貧
困
層
に
対
し
て
、
小
口
融
資
な
ど
小
規
模
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
金
融
弱
者
に
対
し
て
少
額
の
無
担
保
貸
付
な
ど
を
提
供
し
、
そ
の
資
金
で
自
立
支
援
を
促
し
、
マ
ク
ロ
的
な
経
済
発
展
に

つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
注
目
を
浴
び
た
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ

ヌ
ス
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
世
界
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
中
心
的
な
存
在
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
提
供
す
る
金
融
機
関
は
、
い
ま
や
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
貧
困
対
策
の
有
力
な
手
法
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
日
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
日
本
に
は
庶
民

金
融
の
長
い
歴
史
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
起
源
を
有
す
る
、
無
尽
や
頼
母
子
な
ど
は
、
庶
民
に
対
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
仕
組
み
は
今
日
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
共
通
す
る
点
が
多
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
庶
民

金
融
は
、
戦
後
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
に
制
度
的
に
組
み
込
ま
れ
、
中
小
企
業
や
個
人
に
対
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
戦
後
の

成
長
の
一
端
を
担
っ
た
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
庶
民
金
融
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
運
営
さ
れ
て
い

（39）

庶
民
金
融
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た
の
か
を
概
観
し
、
今
日
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
の
共
通
点
と
相
違
点
を
考
察
す
る
。

１
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

今
日
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
普
及
す
る
の
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
一
概
に
い
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

を
例
に
と
っ
て
、
そ
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
（
１
）。

①
　
貧
困
層
に
よ
る
所
有：
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
七
六
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
開
始
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に

特
別
法
上
の
銀
行
に
改
組
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の
株
主
の
九
五
％
は
、
借
り
手
で
あ
り
、
そ
の
大
半
が
貧
困
層
の
女
性
で
あ
る
。

ま
た
、
残
り
五
％
の
株
主
は
政
府
で
あ
る
。

②
　
融
資：

融
資
は
、
無
担
保
で
、
連
帯
保
証
も
な
い
。
借
り
手
は
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
債
務
保
証
や
代
位
弁
済
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
返
済
義
務
は
個
々
の
借
り
手
の

み
に
課
さ
れ
る
。
な
お
、
借
り
手
の
総
数
は
八
三
六
万
人
で
、
う
ち
九
七
％
は
女
性
で
あ
る
。

③
　
融
資
額：

創
業
以
来
の
融
資
額
は
、
六
一
二
二
億
タ
カ
（
一
〇
三
・
八
億
ド
ル
）
で
あ
る
。
う
ち
五
四
三
五
・
五
億
タ
カ
（
九

二
億
ド
ル
）
は
、
す
で
に
返
済
済
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
残
高
は
、
六
八
七
・
一
億
タ
カ
（
九
・
七
億
ド
ル
）
で
あ

る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
二
〇
一
一
年
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
、
九
八
五
・
六
億
タ
カ
（
一
四
・
一
億
ド
ル
）
を
融
資
し
た
。

④
　
返
済
率：

融
資
の
返
済
率
は
九
七
・
三
二
％
で
あ
る
。

⑤
　
融
資
資
金：

融
資
の
資
金
は
一
〇
〇
％
銀
行
預
金
に
よ
る
調
達
で
あ
る
。
な
お
、
預
金
の
五
五
％
超
は
、
銀
行
の
借
り
手
か
ら

の
調
達
で
あ
り
、
預
金
は
融
資
残
高
の
一
五
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
借
り
手
の
預
金
は
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
が
同
行
の
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重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
　
寄
付
金
な
し：

一
九
九
五
年
に
同
行
は
い
か
な
る
寄
付
金
も
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た
。
最
後
に
寄
付
金
を
受
け

取
っ
た
の
は
、
一
九
九
八
年
で
あ
る
。
今
後
も
同
行
は
、
寄
付
金
や
国
内
外
か
ら
の
融
資
を
受
け
入
れ
る
必
要
性
は
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
預
金
の
累
増
は
、
信
用
供
与
に
必
要
な
金
額
を
十
分
上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

⑦
　
銀
行
の
支
店
と
ス
タ
ッ
フ：

支
店
数
は
二
五
六
五
で
、
八
万
一
三
七
八
の
村
々
で
活
動
し
、
二
万
二
二
七
七
名
の
ス
タ
ッ
フ
を

有
し
て
い
る
。

⑧
　
利
益：

一
九
八
三
年
、
一
九
九
一
年
お
よ
び
一
九
九
二
年
を
除
い
て
、
創
業
以
来
、
毎
年
同
行
は
黒
字
を
維
持
し
た
。

⑨
　
配
当：

二
〇
〇
九
年
の
配
当
利
回
り
（
現
金
ベ
ー
ス
）
は
、
三
〇
％
で
あ
り
、
同
年
の
他
行
の
配
当
と
比
較
し
て
、
最
も
高
い

利
回
り
で
あ
っ
た
。
同
行
の
過
去
最
高
の
配
当
は
、
二
〇
〇
六
年
の
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。
同
行
は
配
当
額
を
確
保
し
、
毎
年
の

配
当
額
を
平
準
化
す
る
た
め
に
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
て
い
る
。

⑩
　
融
資
金
利：

四
種
類
の
金
利
を
設
定
し
て
お
り
、
事
業
資
金：

二
〇
％
、
住
宅
ロ
ー
ン：

八
％
、
学
費
ロ
ー
ン：

五
％
、
窮
境

者
向
け：

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
行
の
融
資
金
利
は
、
政
府
金
利
よ
り
も
低
水
準
で
あ
る
。

⑪
　
一
件
当
た
り
の
平
均
的
な
融
資
額：

事
業
資
金：
二
万
八
三
〇
三
タ
カ
（
三
九
八
・
四
一
ド
ル
）、
住
宅
ロ
ー
ン：

一
万
三
〇

六
一
タ
カ
（
一
八
四
・
九
五
ド
ル
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
資
金
の
最
高
は
一
六
〇
万
タ
カ
（
二
万
三
二
〇
九
ド
ル
）

で
あ
る
。

⑫
　
預
金
金
利：

同
行
の
預
金
金
利
は
、
八
・
五
％
か
ら
一
二
％
と
魅
力
的
な
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
行
に
つ
い
て
は
、
銀
行
の
下
部
組
織
と
し
て
地
域
本
部
を
設
立
し
、
借
り
手
に
対
し
て
生
活
指
導
や
返
済
に
つ
い
て

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
審
査
に
際
し
て
将
来
の
返
済
能
力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
２
）。
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以
上
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
貧
困
層
に
対
し
て
、
小
額
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
で
、

貧
困
層
の
自
立
を
支
援
し
、
そ
の
生
産
活
動
を
促
し
、
経
済
成
長
に
寄
与
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
上
記
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
一
方
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）。

①
　
高
齢
、
障
害
、
疾
病
な
ど
を
抱
え
て
い
る
た
め
労
働
意
欲
が
あ
っ
て
も
十
分
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
あ
る
い
は
極
貧
層

は
、
融
資
を
受
け
に
く
い
。

②
　
融
資
規
模
が
小
さ
く
、
返
済
期
間
が
短
い
た
め
、
事
業
資
金
と
し
て
は
使
い
勝
手
が
悪
い
。

③
　
五
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
、
順
番
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
前
の
メ
ン
バ
ー
が
返
済
し
た
後
、

次
の
メ
ン
バ
ー
が
融
資
を
受
け
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
融
資
の
機
動
性
に
欠
け
る
。

④
　
貸
付
金
利
が
高
い
。

こ
の
よ
う
な
課
題
は
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
共
通
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
庶
民
金
融
に
も
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
日
本
の
伝
統
的
な
庶
民
金
融
で
あ
る
、
無
尽

や
頼
母
子
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

２
　
無
尽
・
頼
母
子
の
起
源
と
成
立

ま
ず
、
日
本
の
伝
統
的
な
庶
民
金
融
と
し
て
、
無
尽
（
講
）
ま
た
は
頼
母
子
（
講
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
長
い

歴
史
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
概
略
は
以
下
で
あ
る
（
４
）。「

無
尽
」
と
は
、
も
と
も
と
仏
教
用
語
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
「
土
倉
」（
一
種

の
質
屋
）
に
関
連
す
る
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
「
土
倉
」
が
提
供
す
る
有
担
保
の
利
付
融
資
資
金
は
、「
無
尽

銭
」
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、「
頼
母
子
」
と
は
、
相
互
扶
助
の
も
と
に
発
生
し
、
無
利
息
・
無
担
保
の
貸
付
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
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土
倉
が
融
資
し
な
い
と
き
の
代
替
手
段
と
し
て
形
成
さ
れ
、
機
能
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
無
尽
は
関
東
、
頼
母
子
は
関
西
で
発

展
し
た
。
ま
た
、
頼
母
子
も
利
付
・
担
保
付
に
変
化
し
、
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
時
代
に
基
本
形
態
が
完
成
し
、
農
民
、

商
人
か
ら
武
家
に
至
る
各
階
層
で
利
用
さ
れ
た
（
以
下
、
無
尽
と
の
み
記
述
す
る
）。
さ
ら
に
、「
講
」
と
は
、
仏
語
起
源
で
、
経
典

の
講
義
を
な
す
団
体
を
意
味
し
、
神
社
仏
閣
の
維
持
資
金
を
拠
出
す
る
団
体
ま
た
は
参
拝
資
金
を
積
み
立
て
る
団
体
（
宗
教
講
）
へ

と
変
化
、
さ
ら
に
金
融
組
織
（
金
融
講
）
へ
と
変
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
庶
民
の
金
融
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、
自
然
発
生

的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
現
在
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
よ
っ

て
導
入
・
普
及
し
て
い
る
点
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
無
尽
の
基
本
形
態
は
、
室
町
時
代
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

①
　
一
名
な
い
し
数
名
の
「
親
」
が
、
発
起
人
と
な
り
、
十
数
名
の
会
員
を
募
集
し
て
「
講
」
の
組
織
を
作
る
。
こ
れ
は
、「
講
衆
」

ま
た
は
「
衆
中
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
会
員
は
規
約
を
締
結
す
る
。

②
　
講
衆
は
、
定
期
的
に
会
合
を
開
催
し
、
毎
回
特
定
の
金
穀
を
醵
出
す
る
。
こ
れ
は
、
懸
金
、
懸
足
、
懸
米
な
ど
と
い
わ
れ
る
。

③
　
毎
回
醵
出
し
た
懸
銭
を
抽
選
ま
た
は
入
札
で
講
衆
の
う
ち
の
一
名
に
貸
与
す
る
。
こ
れ
は
「
取
足
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
。

④
　
一
度
当
選
し
た
会
員
は
二
度
目
の
抽
選
に
は
加
わ
れ
な
い
が
、
毎
回
の
懸
銭
を
醵
出
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
が
定
期
的
な
返

済
と
な
る
。
そ
の
際
、
有
利
子
と
な
る
場
合
、
あ
る
い
は
担
保
や
保
証
人
付
き
の
場
合
が
あ
っ
た
。

⑤
　
講
衆
全
員
が
当
選
す
る
段
階
を
「
満
」
と
い
い
、
講
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
を
見
る
と
、
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
融
資
を
行
う
点
や
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
内
で
金
融
が
行
わ
れ
て
い
る
点
な
ど
、

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
ス
キ
ー
ム
と
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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第
三
に
、
江
戸
時
代
の
無
尽
は
、
多
様
化
し
、
次
の
よ
う
な
種
類
の
無
尽
が
展
開
し
た
（
６
）。

①
　
寺
院
の
無
尽：

富
く
じ
ま
が
い
の
無
尽
が
出
現
・
流
行
し
た
。
当
初
、
幕
府
も
こ
れ
を
認
可
し
た
が
、
射
幸
心
を
あ
お
る
も
の

と
さ
れ
、
天
保
の
改
革
で
禁
止
さ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
禁
令
は
有
効
で
は
な
か
っ
た
。

②
　
農
村
の
無
尽：

農
民
の
消
費
金
融
と
し
て
発
展
し
た
が
、
徐
々
に
農
地
や
牛
馬
な
ど
、
生
産
手
段
の
購
入
資
金
の
融
通
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
商
品
経
済
の
進
展
と
と
も
に
、
資
金
需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
入
札
方
式
が
導
入
さ

れ
た
。
ま
た
、
取
金
逓
増
方
式
や
掛
金
逓
減
方
式
な
ど
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
入
札
方
式
で
は
、
講
元
が
差

金
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
講
元
の
利
益
と
な
る
が
、
こ
の
差
金
が
拡
大
す
る
と
、
そ
の
分
だ
け
取
金
は
減
少
し
、
こ

れ
が
弊
害
と
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

③
　
武
士
階
級
の
無
尽：

下
級
武
士
の
間
で
、
消
費
金
融
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
江
戸
参
勤
費
用
を
中
心
と

し
た
保
険
類
似
の
無
尽
は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
７
）。

④
　
商
人
階
級
の
無
尽：

町
人
階
級
の
中
で
消
費
金
融
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
商
品
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
、
商
工
資
金
調
達
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
常
時
的
金
融
機
関
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

３
　
明
治
か
ら
戦
前
期
に
か
け
て
の
無
尽

明
治
に
な
る
と
近
代
的
な
銀
行
制
度
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
庶
民
は
無
尽
な
ど
の
金
融
手
段
を
利
用
し
た
。
た
だ
し
、

殖
産
興
業
の
過
程
で
、
無
尽
の
あ
り
方
は
、
旧
来
の
組
合
的
な
無
尽
か
ら
永
続
的
・
営
利
的
な
無
尽
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
特
に
、

都
市
部
の
無
尽
は
、
重
要
な
金
融
機
関
と
し
て
の
展
開
を
目
指
し
た
（
８
）。

具
体
的
に
は
、
明
治
三
四
年
三
月
、
小
林
寅
吉
が
「
大
和
会
」

と
い
う
営
業
無
尽
を
設
立
し
た
の
が
嚆
矢
と
さ
れ
（
９
）、

同
三
四
年
七
月
に
は
、
山
口
仲
蔵
が
「
共
栄
合
資
会
社
」
を
設
立
し
、
そ
の
後
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各
地
に
無
尽
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
な
お
、
前
者
は
東
京
式
無
尽
の
創
始
者
、
後
者
は
大
阪
式
無
尽
会
社
の
始
祖
と
さ
れ
る
（
東
京

式
・
大
阪
式
に
つ
い
て
は
後
述
）
（
10
）。

と
こ
ろ
で
、
明
治
以
降
も
富
く
じ
類
似
の
無
尽
は
規
制
さ
れ
、
各
府
県
の
警
察
が
そ
の
取
締
を
担
当
し
た
。
明
治
二
九
年
、
警
視

庁
は
、
無
尽
講
の
設
立
に
際
し
、
発
起
人
は
加
入
者
の
住
所
・
氏
名
・
立
会
場
・
年
月
日
、
会
員
間
の
契
約
証
書
の
届
出
を
義
務
付

け
た
。
さ
ら
に
、
明
治
三
一
年
以
降
、
各
県
で
講
会
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
無
尽
に
類
す
る
講
会
を
組
織

す
る
際
に
は
、
警
察
署
の
認
可
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
発
起
人
は
講
会
の
名
称
、
目
的
、
方
法
、
地
域
、
掛
金
な
ら
び
に
掛
戻
金

の
収
支
計
算
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。

他
方
、
従
来
の
無
尽
と
は
起
源
が
異
な
る
も
の
の
、
無
尽
方
式
を
取
り
入
れ
た
貯
金
会
社
が
拡
大
・
成
長
し
た
。
貯
金
会
社
は
、

講
会
取
締
規
則
に
触
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
小
資
本
で
設
立
可
能
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
当
時
の
貯
金
会
社
は
、
商
取
引
、
不
動

産
・
船
舶
売
買
等
、
資
金
運
用
受
託
、
保
険
代
理
業
、
建
築
請
負
、
債
権
取
立
、
有
価
証
券
の
割
賦
販
売
な
ど
他
業
と
の
兼
業
が
多

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
）。
さ
ら
に
、
明
治
四
三
年
以
降
の
公
債
の
低
利
借
り
換
え
に
よ
っ
て
、
貯
蓄
層
の
資
金
が
流
入
し
た
た
め
、

貯
金
会
社
は
急
速
に
発
展
し
た
（
11
）。

大
正
四
年
二
月
発
表
の
大
蔵
省
『
無
尽
ニ
関
ス
ル
調
査
』
で
は
、
貯
金
会
社
は
営
業
無
尽
と
定
義

さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
無
尽
会
社
数：

八
三
一
、
契
約
総
額：

一
億
三
七
六
四
万
円
、
契
約
中
抽
選
・
入
札
に
よ
り
貸
付
け
た
額：

三
六
七
八
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
無
尽
会
社
の
長
所
と
し
て
、
①
商
工
業
資
金
調
達
手
段
、
②
細
民
の
利
便
性
、
③
貯
蓄
心

の
向
上
、
④
質
屋
・
高
利
貸
し
よ
り
低
利
、
⑤
資
金
の
長
期
性
、
⑥
無
担
保
貸
付
の
場
合
が
あ
る
こ
と
、
⑦
共
愛
的
道
徳
方
便
、
と

い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
①
当
せ
ん
時
期
に
よ
っ
て
金
利
計
算
上

の
得
失
不
同
、
②
極
端
な
低
額
入
札
、
③
資
金
需
要
の
緩
急
に
対
応
で
き
ず
、
④
貯
金
会
社
の
経
営
基
盤
薄
弱
、
⑤
兼
業
の
リ
ス
ク
、

⑥
会
社
役
員
の
身
元
不
確
実
、
⑦
帳
簿
整
理
不
備
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
た
め
に
、
営
業
無
尽
の
あ
り
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方
が
、
時
に
社
会
問
題
化
し
た
が
、
適
切
な
法
規
制
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
政
府
は
明
治
末
年
ご
ろ
か
ら
無
尽
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
法
規
制
の
在
り
方
を
検
討
し
、
政
府
案
と
し
て
庶
民
銀

行
法
案
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
農
商
務
省
や
警
視
庁
と
の
折
衝
の
過
程
で
、
庶
民
銀
行
の
業
務
を
信
用
組
合
と
し
て
規
制
す
る
方
針

で
あ
っ
た
農
商
務
省
の
反
対
に
あ
っ
た
た
め
、
営
業
無
尽
を
無
尽
業
法
で
規
制
し
、
免
許
制
と
す
る
案
を
と
り
ま
と
め
、
大
正
四
年

に
発
表
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
は
無
尽
業
者
に
と
っ
て
、
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
な
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た

が
、
こ
れ
ら
業
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
正
四
年
に
無
尽
業
法
が
成
立
し
、
営
業
無
尽
は
免
許
制
に
移
行
し
た
。

無
尽
業
法
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
定
義：

典
型
無
尽
お
よ
び
類
似
無
尽
（
た
だ
し
、
賭
博
は
排
除
）、
②
免
許：

大

蔵
大
臣
の
免
許
、
③
資
本
金：
株
式
会
社
等
は
最
低
三
万
円
、
④
商
号：

無
尽
、
⑤
他
業
兼
業
禁
止
、
⑥
営
業
区
域：

一
道
府
県
、

⑦
運
用
制
限：

国
債
等
、
有
価
証
券
担
保
貸
付
、
掛
金
者
に
対
す
る
貸
付
、
銀
行
預
金
・
郵
貯
、
⑧
取
締
役
の
責
任：

連
帯
責
任
、

⑨
経
営
者
の
加
入
禁
止
、
⑩
報
告
義
務：
主
務
大
臣
お
よ
び
公
告
、
⑪
検
査
、
⑫
細
則：

期
間
五
年
以
内
、
給
付
金
額
一
〇
〇
〇
円

以
内
、
口
数
一
〇
〇
以
内
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
営
業
無
尽
の
業
者
数
は
、
業
法
制
定
直
後
の
大
正
四
年
、
二
三
六
三
業
者
だ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
業
法
に
よ
る
免

許
申
請
は
、
約
二
〇
〇
で
、
大
正
五
年
末
時
点
で
、
免
許
を
受
け
た
業
者
は
一
三
六
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
免
許
申
請
は
増
加
し
、

業
者
数
は
大
正
七
年
一
九
二
、
大
正
八
年
二
〇
六
と
増
加
し
た
（
12
）。

ま
た
、
免
許
制
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
そ
の
信
用
度
が
確
立
し
た

と
さ
れ
る
（
13
）。

さ
ら
に
、
昭
和
に
入
っ
て
、
金
融
恐
慌
が
勃
発
し
た
が
、
無
尽
業
者
は
平
常
通
り
営
業
し
、
そ
の
評
価
を
高
め
た
。
こ

の
間
、
無
尽
会
社
数
は
、
昭
和
元
年
二
四
三
か
ら
翌
二
年
二
五
一
、
同
三
年
二
五
八
と
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
（
14
）。

そ
の
後
、
戦
時
統
制
期
に
は
、
無
尽
掛
金
表
が
合
理
化
・
統
一
化
（
昭
和
一
一
年
）
さ
れ
る
と
と
も
に
、
無
尽
簿
記
の
改
正
が
行

わ
れ
、
会
社
と
加
入
者
間
の
債
権
・
債
務
関
係
が
明
確
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
無
尽
会
社
の
合
同
が
促
進
さ
れ
、
業
者
数
は
、
昭
和
一
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〇
年
の
二
六
二
か
ら
昭
和
二
〇
年
に
は
五
九
に
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
が
軍
需
企
業
へ
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
、
融
資

が
縮
小
し
、
貯
蓄
金
融
機
関
と
し
て
国
債
消
化
を
担
わ
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
無
尽
業
者
は
業
界
団
体
を
通
じ
て
、
無
尽
業

法
の
改
正
を
要
求
す
る
運
動
を
続
け
、
昭
和
六
年
に
は
大
幅
な
改
正
（
い
わ
ゆ
る
新
無
尽
業
法
）
を
実
現
し
た
（
15
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
無
尽
に
よ
る
掛
金
表
を
見
て
お
こ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
無
尽
の
掛
金
表
は
、
東
京
式
と
大
阪
式
、
さ
ら
に

折
衷
式
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
、
東
京
式
は
、
未
給
付
口
の
掛
金
お
よ
び
給
付
済
み
口
の
掛
金
と
も
に
定
額
（
給
付
前
後
の
掛
金
は
不
変
）
で
あ
り
、
最
終

回
に
給
付
を
受
け
る
口
の
掛
金
総
額
が
給
付
額
を
上
回
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
融
無
尽
と
よ
ば
れ
る
（
図
表
１
）。

次
に
、
大
阪
式
は
、
未
給
付
口
の
掛
金
が
低
減
し
、
給
付
済
み
口
掛
金
は
定
額
（
給
付
前
後
で
変
化
）
で
あ
る
。
最
終
回
に
給
付

を
受
け
る
口
の
掛
金
総
額
は
、
給
付
金
額
を
下
回
る
。
こ
れ
は
、
貯
蓄
無
尽
と
よ
ば
れ
る
（
図
表
２
）。

さ
ら
に
、
折
衷
式
は
、
未
給
付
口
の
掛
金
が
低
減
、
給
付
済
み
口
掛
金
は
、
給
付
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
、
最
終
回
に
給
付
を
受

け
る
口
の
掛
金
総
額
と
給
付
金
額
と
が
等
し
く
な
る
方
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
掛
金
表
は
、
業
者
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
昭
和
一
〇
年
に
統
一
さ
れ
る
ま
で
、
全
国
に
三
千
数
百
種
類
が
存
在
し

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
統
一
化
さ
れ
、
大
阪
式
が
主
流
に
な
っ
た
（
16
）。

４
　
戦
後
の
営
業
無
尽
と
相
互
銀
行

戦
後
の
営
業
無
尽
に
お
け
る
変
化
と
し
て
、
ま
ず
預
金
取
り
扱
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。
昭
和
二
〇
年
一
〇
月
、
普
通
預
金
お
よ
び
定

期
預
金
の
取
り
扱
い
が
開
始
と
な
り
、
二
四
年
か
ら
当
座
預
金
の
取
り
扱
い
が
開
始
と
な
っ
た
。
次
に
、
新
円
切
り
替
え
に
伴
い
、

新
円
無
尽
の
取
り
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
無
尽
掛
金
も
封
鎖
預
金
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
円
で
給
付
す
る
新
円
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図表１　無尽予定収支計算表（東京式）
口　数　　　　 42口
１口の給付金額100円
抽籤入札日　 20日毎

（出所）全国相互銀行協会（1971）、50ページ。

回
次
抽
籤
入
札

給付未済口掛金 給付済口掛金 毎　回
剰余金

備
考口数 一口 小計 口数

1 入 42 2 50 10500 00 11 00
2 入 41 2 50 102 50 1 00 11 18
3 入 40 2 50 100 00 2 00 11 36
4 入 39 2 50 97 50 3 00 11 54
5 抽 38 2 50 95 00 4 00 6 44
6 入 37 2 50 92 50 5 00 12 08
7 入 36 2 50 90 00 6 00 12 26
8 入 35 2 50 87 50 7 00 12 43
9 入 34 2 50 85 00 8 00 12 61

10 抽 33 2 50 82 50 9 00 8 24
11 入 32 2 50 80 00 10 00 13 15

16 入 27 2 50 67 50 15 00 14 22
17 入 26 2 50 65 00 16 00 14 40
18 入 25 2 50 62 50 17 00 14 58
19 入 24 2 50 60 00 18 00 14 76
20 抽 23 2 50 57 50 19 00 11 84

37 入 6 2 50 15 00 36 00 18 69
38 入 5 2 50 12 50 37 00 18 87
39 入 4 2 50 10 00 38 00 19 04
40 抽 3 2 50 7 50 39 00 19 04
41 入 2 2 50 5 00 40 00 19 58
42 1 2 50 2 50 41 00 19 76
合計 105 00 2,257 50 00 622 05

掛　金
合　計

入札差金 収入金
合　計

給付高
一口 小計 落札高 収入

105 00 70 00 6 00 111 00 100
2 86 2 86 105 36 70 90 5 82 111 18 100
2 86 5 72 105 72 71 80 5 64 111 36 100
2 86 8 58 106 08 72 70 5 46 111 54 100
2 86 11 44 106 44 106 44 100
2 86 14 30 106 80 63 61 5 28 112 08 100
2 86 17 16 107 16 74 52 5 10 112 26 100
2 86 20 02 107 52 75 43 4 91 112 43 100
2 86 22 88 107 88 76 34 4 73 112 61 100
2 86 25 74 108 24 108 24 100
2 86 28 60 108 60 77 25 4 55 113 15 100

12 入 31 2 50 77 50 11 2 86 31 46 108 96 78 16 4 30 113 26 100 00 13 26
13 入 30 2 50 75 00 12 2 86 34 32 109 32 79 07 4 19 113 51 100 00 13 51
14 入 29 2 50 72 50 13 2 86 37 18 109 68 79 98 4 00 113 68 100 00 13 68
15 抽 28 2 50 70 00 14 2 86 40 04 110 04 110 04 100 00 10 04

2 86 42 90 110 40 80 89 3 28 114 22 100
2 86 45 76 110 76 81 80 3 64 114 40 100
2 86 48 62 111 12 82 71 3 46 114 58 100
2 86 51 48 111 48 83 61 3 28 114 76 100
2 86 54 34 111 84 115 84 100

21 入 22 2 50 55 00 20 2 86 57 20 112 20 84 53 3 09 115 29 100 00 15 29
22 入 21 2 50 52 50 21 2 86 60 06 112 56 85 44 2 91 115 47 100 00 15 47
23 入 20 2 50 50 00 22 2 86 62 92 112 92 86 35 2 73 115 65 100 00 15 65
24 入 19 2 50 47 50 23 2 86 65 78 113 28 87 26 2 55 115 83 100 00 15 83
25 抽 18 2 50 45 00 24 2 86 68 64 113 64 113 64 100 00 13 64
26 入 17 2 50 42 50 25 2 86 71 50 114 00 88 17 2 37 116 37 100 00 16 37
27 入 16 2 50 40 00 26 2 86 74 36 114 36 89 08 2 18 116 54 100 00 16 54
28 入 15 2 50 37 50 27 2 86 77 22 114 72 89 99 3 00 116 72 100 00 16 72
29 入 14 2 50 35 00 28 2 86 80 08 115 08 90 90 1 82 116 90 100 00 16 90
30 抽 13 2 50 32 50 29 2 86 82 94 115 44 115 44 100 00 15 44
31 入 12 2 50 30 00 30 2 86 85 80 115 80 91 81 1 64 117 44 100 00 17 44
32 入 11 2 50 27 50 31 2 86 88 66 116 16 92 72 1 46 117 62 100 00 17 62
33 入 10 2 50 25 00 32 2 86 91 52 116 52 93 63 1 27 117 79 100 00 17 79
34 入 9 2 50 22 50 33 2 86 94 38 116 88 94 54 1 09 117 97 100 00 17 97
35 抽 8 2 50 20 00 34 2 86 97 24 117 24 117 24 100 00 17 24
36 入 7 2 50 17 50 35 2 86 100 10 117 60 95 45 91 118 51 100 00 18 51

2 86 102 96 117 96 96 38 73 118 69 100
2 86 105 82 118 32 97 27 55 118 87 100
2 86 108 86 118 68 98 18 36 119 04 100
2 86 111 54 119 04 119 04 100
2 86 114 40 119 40 99 05 18 119 58 100
2 86 117 26 119 76 100 00 119 76 100

2,462 46 4,719 96 2,889 55 102 09 4,822 05 4,200
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図表２　無尽予定収支計算表（大阪式）
１口の給付金額　　100円
口　　　　　数　　 50

抽籤入札日第２回及第３回は30日目毎
その後は20日目毎

（出所）全国相互銀行協会（1971）、51ページ。

回数 抽籤
入札 一口

1 抽籤 5.00

計
50

口数
50 150.00

1 0.50 756.50
90.00

2 入札 49 5.00 297.30
3 入札 48 5.00 441.90
4 抽籤 47 2.50 466.30

150.00
147.30
144.60
24.40

13.20
756.50

小計
250.00 0
245.00 1
240.00
117.50

0.50
2,939.00

口数

2
3

5 入札 46 2.50 115.00 4

6 入札 45 2.50 112.50 5 24.00 514.50

48
49 抽籤 2 0.50 1.00 48 11.40 743.30

49

一口
0

2.30
2.30
2.30

2.30

2.30
2.30

112.70

給付済口掛金

2.30 24.20 490.50

入札 3 0.50 1.50 47 2.30 9.60 731.90

46 抽籤 5 0.50 2.50 45 2.30 6.00 714.50
47 入札 4 0.50 2.00 46 2.30 7.80 722.30

給付未済口掛金
掛金合計 給付金

差引過不
足金（△）

差引累計
剰余金小計

0 250.00 100.00
2.30 247.30 100.00
4.60 244.60 100.00
6.90 124.40 100.00
9.20 124.20 100.00

11.50 124.00 100.00
7 抽籤 44 2.50 110.00 6 2.30 13.80 123.80 100.00 23.80 538.30
8 入札 43 2.50 107.50 7 2.30 16.10 123.60 100.00 23.60 561.90
9 入札 42 2.50 105.00 8 2.30 18.40 123.40 100.00 23.40 585.30

10 抽籤 41 2.50 102.50 9 2.30 20.70 123.20 100.00 23.20 608.50

11 入札 40 2.50 100.00 10 2.30 23.00 123.00 100.00 23.00 631.50
12 入札 39 2.50 97.50 11 2.30 25.30 122.80 100.00 22.80 654.30
13 抽籤 38 2.50 95.00 12 2.30 27.60 122.60 100.00 22.60 676.90
14 入札 37 2.00 74.00 13 2.30 29.90 103.90 100.00 3.90 680.80
15 入札 36 2.00 72.00 14 2.30 32.20 104.20 100.00 4.20 685.00

16 抽籤 35 2.00 70.00 15 2.30 34.50 104.50 100.00 4.50 689.50
17 入札 34 2.00 68.00 16 2.30 36.80 104.80 100.00 4.80 694.30
18 入札 33 2.00 66.00 17 2.30 39.10 105.10 100.00 5.10 699.40
19 抽籤 32 2.00 64.00 18 2.30 41.40 105.40 100.00 5.40 704.80
20 入札 31 2.00 62.00 19 2.30 43.70 105.70 100.00 5.70 710.50

21 入札 30 2.00 60.00 20 2.30 46.00 106.00 100.00 6.00 716.50
22 抽籤 29 2.00 58.00 21 2.30 48.30 106.30 100.00 6.30 722.80
23 入札 28 2.00 56.00 22 2.30 50.60 106.60 100.00 6.60 729.40
24 入札 27 1.50 40.50 23 2.30 52.90 93.40 100.00 △6.60 722.80
25 抽籤 26 1.50 39.00 24 2.30 55.20 94.20 100.00 △5.80 717.00

26 入札 25 1.50 37.50 25 2.30 57.50 95.00 100.00 △5.00 712.00
27 入札 24 1.50 36.00 26 2.30 59.80 95.80 100.00 △4.20 707.80
28 抽籤 23 1.50 34.50 27 2.30 62.10 96.60 100.00 △3.40 704.40
29 入札 22 1.50 33.00 28 2.30 64.40 97.40 100.00 △2.60 701.80
30 入札 21 1.50 31.50 29 2.30 66.70 98.20 100.00 △1.80 700.00

31 抽籤 20 1.50 30.00 30 2.30 69.00 99.00 100.00 △1.00 699.00
32 入札 19 1.50 28.50 31 2.30 71.30 99.80 100.00 △0.20 698.80
33 入札 18 1.50 27.00 32 2.30 73.60 100.60 100.00 0.60 699.40
34 抽籤 17 1.50 25.50 33 2.30 75.90 101.40 100.00 1.40 700.80
35 入札 16 1.00 16.00 34 2.30 78.20 94.20 100.00 △5.80 695.00

36 入札 15 1.00 15.00 35 2.30 80.50 95.50 100.00 △4.50 690.50
37 抽籤 14 1.00 14.00 36 2.30 82.80 96.80 100.00 △3.20 687.30
38 入札 13 1.00 13.00 37 2.30 85.10 98.10 100.00 △1.90 685.40
39 入札 12 1.00 12.00 38 2.30 87.40 99.40 100.00 △0.60 684.80
40 抽籤 11 1.00 11.00 39 2.30 89.70 100.70 100.00 0.70 685.50

41 入札 10 1.00 10.00 40 2.30 92.00 102.00 100.00 2.00 687.50
42 入札 9 1.00 9.00 41 2.30 94.30 103.30 100.00 3.30 690.80
43 抽籤 8 1.00 8.00 42 2.30 96.60 104.60 100.00 4.60 695.40
44 入札 7 1.00 7.00 43 2.30 98.90 105.90 100.00 5.90 701.30
45 入札 6 1.00 6.00 44 2.30 101.20 107.20 100.00 7.20 708.50

103.50 106.00 100.00
105.80 107.80 100.00
108.10 109.60 100.00
110.40 111.40 100.00
112.70 113.20 100.00

2,817.50 5,756.50 5,000.00



無
尽
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
貯
蓄
増
強
を
背
景
と
し
て
、
様
々
な
新
規
無
尽
が
導
入
さ
れ
た
。
割
増
無
尽
（
賞
金
ま
た
は
賞
品

付
き
）、
新
福
無
尽
（
く
じ
付
き
折
衷
式
）、
宝
来
無
尽
（
新
福
無
尽
の
後
継
）
な
ど
で
あ
る
（
17
）。

他
方
、
戦
後
に
誕
生
し
た
殖
産
会
社
が
無
尽
に
参
入
し
た
。
殖
産
会
社
は
、
金
融
逼
迫
に
苦
し
む
中
小
・
零
細
企
業
に
対
し
て
融

資
を
行
っ
た
こ
と
で
拡
大
し
、
そ
の
特
徴
は
、
随
時
加
入
、
一
定
の
掛
込
み
に
よ
る
融
資
、
日
掛
け
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
殖

産
会
社
は
、
看
做
無
尽
の
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
無
尽
に
参
入
し
た
。
平
和
相
互
、
東
京
相
互
、
福
徳
相
互
な
ど
は
、
殖
産
会

社
に
端
を
発
す
る
金
融
機
関
で
あ
る
（
18
）。

な
お
、
戦
後
の
中
小
企
業
向
け
融
資
に
お
い
て
、
無
尽
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
昭
和
二
六
年
に
は
、
一
六
％
を
占
め
る
に

い
た
っ
た
（
図
表
３
）。

こ
の
よ
う
な
無
尽
会
社
の
拡
大
は
、
金
融
機
関
と
し
て
の
存
在
価
値
を
高
め
、
無
尽
業
法
改
正
の
必
要
性
も
高
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
の
無
尽
業
法
は
取
締
的
な
色
彩
が
強
く
、
業
務
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
付
随
業
務
規
定

も
欠
如
し
て
い
た
。
ま
た
、
資
金
運
用
規
定
の
制
約
が
強
く
、
柔
軟
な
運
用
が
制
約
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
取
締
役
の
責
任
が
大
き
く
、
有
力
な
人
物
を
取
締
役
に
迎
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

そ
の
上
、
営
業
区
域
の
制
限
が
厳
し
く
、
都
道
府
県
内
に
制
約
さ
れ
て
い
た
（
19
）。

そ
こ
で
、
無
尽
業
態
の
法
整
備
が
検
討
さ
れ
、
金
融
業
法
案
や
銀
行
法
案
な
ど
と
の
関
連
で
議

論
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
下
に
お
い
て
進
め
ら
れ
、
紆
余
曲
折
を

経
て
、
最
終
的
に
は
、
無
尽
業
態
を
単
独
法
に
よ
っ
て
規
制
す
る
方
向
が
定
ま
り
、
昭
和
二
六
年

に
相
互
銀
行
法
と
し
て
成
立
・
施
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
相
互
銀
行
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、

無
尽
業
態
は
、
中
小
企
業
専
門
金
融
機
関
と
し
て
、
普
通
銀
行
の
行
き
届
か
な
い
中
小
企
業
金
融

（50）

図表３　中小企業金融機関別融資残高
（昭和26年３月末、百万円）

銀行 327,286（58％）
無尽 89,159（16％）
信組 33,782（６％）
農協 67,978（12％）
農中 29,670（５％）
商中 12,284（２％）
国民金融公庫 6,115（１％）

（出所）全国相互銀行協会（1971）、130ページ。



で
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
普
通
銀
行
同
様
の
金
融
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
、
手
形
割
引
、
手
形
貸
付
、
為
替
業

務
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
解
禁
さ
れ
た
。

な
お
、
相
互
銀
行
法
に
よ
っ
て
業
務
は
、
次
の
通
り
と
な
っ
た
。
①
掛
金
、
②
預
金
、
③
貸
付
、
④
手
形
割
引
、
⑤
有
価
証
券
の

保
護
預
か
り
、
⑥
有
価
証
券
払
込
金
の
受
け
入
れ
、
⑦
元
利
金
・
配
当
金
の
支
払
い
の
取
り
扱
い
、
で
あ
る
。
ま
た
、
融
資
に
つ
い

て
は
、
大
口
信
用
供
与
の
制
限
（
一
〇
％
規
制
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
小
口
分
散
を
促
す
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
無
尽
会
社
は
相
互
銀
行
へ
転
換
（
免
許
取
得
）
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
六
年
に
は
無
尽
会
社
五
八
社
が
相
互

銀
行
に
転
換
し
た
（
20
）。

５
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
庶
民
金
融
と
の
比
較

以
上
の
よ
う
に
無
尽
業
態
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
の
共
通
点
と
相
違
点
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
例
に
と
っ
て
、
両
者
を
比
較
し
よ
う
。

ま
ず
、
共
通
点
と
し
て
は
、
①
預
金
な
い
し
掛
金
と
し
て
調
達
さ
れ
た
資
金
が
貸
付
に
回
さ
れ
、
資
金
の
出
し
手
と
取
り
手
が
重

な
り
合
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
無
尽
の
場
合
は
、
掛
金
の
出
し
手
は
、
そ
の
ま
ま
取
り
手
と
な
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
場
合

も
、
預
金
者
と
借
り
手
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
②
資
金
の
取
り
手
が
グ
ル
ー
プ
を
組
む
点
で
あ
る
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
場
合
、
五

人
が
一
組
と
な
り
、
順
次
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
無
尽
の
場
合
も
、
抽
選
な
い
し
入
札
で
順
次
融
資
を
受
け
る
。
③

小
額
の
融
資
額
と
い
う
点
で
あ
る
。
戦
前
の
無
尽
の
融
資
額
の
価
値
と
現
在
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
融
資
額
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
基
本
的
に
は
小
口
融
資
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
④
資
金
調
達
の
柔
軟
性
の
低
さ
と
い
う
点

で
あ
る
。
無
尽
の
場
合
、
月
一
回
の
講
会
で
融
資
が
行
わ
れ
る
の
で
、
機
動
性
に
欠
け
る
と
い
わ
れ
る
一
方
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
も
順

（51）



番
が
回
っ
て
こ
な
い
と
融
資
を
受
け
ら
れ
ず
、
機
動
的
な
資
金
調
達
が
難
し
い
。

次
に
、
相
違
点
と
し
て
は
、
①
自
立
支
援
や
返
済
指
導
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
こ
れ
ら
の
支
援
や
指
導
を
特
徴
と
し
て

お
り
、
こ
れ
が
貧
困
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
無
尽
で
は
、
こ
の
よ
う
な
支
援
や
指
導
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に

く
い
。
②
担
保
・
保
証
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
無
担
保
・
無
保
証
を
特
徴
と
し
て
い
る
が
、
無
尽
の
場
合
、
担
保
付
あ
る

い
は
保
証
付
の
場
合
が
あ
り
、
こ
の
点
は
相
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
③
貸
出
審
査
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
貸
し
手
の
九

七
％
が
女
性
で
あ
り
、
返
済
率
が
九
七
・
三
二
％
と
高
水
準
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
独
自
な
審
査
体
制
や
基
準
を
有
し
、
そ
れ

が
奏
功
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
反
面
、
無
尽
の
場
合
、
審
査
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
審
査
体
制
や
基
準
が
あ
っ
た
と
は
考

え
に
く
く
、
こ
の
点
で
両
者
に
は
相
違
が
あ
る
。
た
だ
し
、
無
尽
の
場
合
、
地
域
や
階
層
、
職
種
な
ど
の
共
同
体
を
基
礎
に
し
て
、

講
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
間
の
情
報
の
非
対
称
性
は
、
元
々
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
が
、
無
尽
の
歴
史
的
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

ま
と
め

菅
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
は
、
四
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
と
い
う
（
21
）。

①
ア
ッ
プ
・

グ
レ
ー
ド
型
、
②
ダ
ウ
ン
・
グ
レ
ー
ド
型
、
③
リ
ン
ケ
ー
ジ
型
、
④
グ
リ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
型
で
あ
る
。
①
は
、
当
初
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
手
掛
け
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
成
長
し
て
い
く
場
合
で
あ
る
。
②
は
、
逆
に
既
存
の

金
融
機
関
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
③
は
、
既
存
の
金
融
機
関
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
す
る
場
合
で
あ
る
、
④
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
特
化
し
た
金
融
機
関
を
新
設
す

る
場
合
で
あ
る
。
日
本
の
無
尽
は
、
こ
の
う
ち
①
の
モ
デ
ル
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
講
会
が
進
歩
・
拡
大

（52）



し
、
金
融
機
関
に
発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
発
展
の
結
果
、
金
融
機
関
化
し
た
無
尽
は
、
小
口
の
互

助
的
な
金
融
ス
キ
ー
ム
と
い
う
特
徴
を
徐
々
に
失
い
、
既
存
の
銀
行
と
同
一
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
〇
〇
九
年

・
全
国
相
互
銀
行
協
会
『
相
互
銀
行
史
』
全
国
相
互
銀
行
協
会
、
一
九
七
一
年

・
フ
ェ
ル
ダ
ー
直
子
（
森
友
環
莉
訳
）『
入
門
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
五
年

・
南
弘
道
『
無
尽
金
融
の
社
会
的
基
礎
』
先
進
社
、
一
九
三
一
年

・
森
嘉
兵
衛
『
無
尽
金
融
史
論
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年

・
由
井
健
之
助
『
頼
母
子
講
と
其
の
法
律
関
係
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年

・A
rm

endáriz,B
.and

M
orduch,J.,(2005),T

he
econom

ics
ofm

icrofinance.M
IT

Press

・H
ulm

e,D
.and

A
run,T

.,ed,(2009),M
icrofinance:a

reader.N
ew

Y
ork,R

outledge

・Islam
,T

.,(2007),M
icrocredit

and
poverty

alleviation.H
am

pshire,A
shgate

・Lebossé,J.(1998),M
icro-financing

and
localdevelopm

ent,C
anada,O

rganisation
for

E
conom

ic
C

o-operation
and

D
evelopm

ent
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・Schneider,H
.ed.,(1997),M

icrofinance
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the
poor?

D
evelopm

ent
C

entre
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O

rganisation
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E
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C

o-operation
and
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ent

注（
１
）

G
ram

een
B

ank
A

t
A

G
lance,F

ebruary,2011,http://w
w

w
.gram

een-info.org/index.php?option=
com

_content&
task=

view
&

id
=

26&
Item

id=
175

（
２
）

菅
正
広
（
二
〇
〇
九
）、
三
九
〜
四
一
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
３
）

前
掲
、
菅
（
二
〇
〇
九
）、
五
四
〜
五
五
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
４
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
立
ち
入
ら
な
い
。
森
（
一
九
八
二
）
は
、
そ
の
成
立
か
ら
明

治
前
期
ま
で
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）
は
、
戦
後
の
展
開
ま
で
対
象
と
し
て
お
り
、
歴
史

的
な
展
開
を
通
観
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
記
述
に
依
拠
し
て
、
庶
民
金
融
史
を
概
観
す
る
。

（
５
）

全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
五
〜
六
ペ
ー
ジ
。

（
６
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
六
〜
一
〇
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
７
）

森
嘉
兵
衛
（
一
九
八
二
）、
一
一
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
８
）

前
掲
、
森
（
一
九
八
二
）、
四
二
六
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
９
）

池
田
龍
蔵
（
一
九
一
八
）、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
10
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
一
五
〜
一
六
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
11
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
一
八
〜
一
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
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（
12
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
三
〇
〜
三
一
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
13
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
三
七
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
14
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
三
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
15
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
四
四
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
な
お
、
無
尽
業
法
改
正
は
、
大
正
一
〇
年
の
か
ら
昭
和
二
四
年
ま
で

七
次
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
主
な
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
１
次
改
正：

余
裕
資
金
の
運
用
制
限
緩
和
に
よ
り
不
動
産
担
保
貸

付
を
認
め
、
限
度
額
を
超
え
た
貸
金
を
認
め
た
。
第
二
次
改
正
（
昭
和
六
年
）：

銀
行
法
に
倣
っ
た
全
面
的
書
き
換
え
（
新
無
尽
業
法
）、

監
督
規
定
の
改
正
。
第
三
次
改
正
（
昭
和
一
三
年
）：

最
低
資
本
金
の
引
き
上
げ
（
一
〇
万
円
）。
第
四
次
改
正
（
昭
和
一
三
年
）：

無
尽
簿

記
を
期
限
到
達
式
記
帳
法
か
ら
現
金
収
支
記
帳
法
へ
改
正
。
第
五
次
改
正
（
昭
和
一
六
年
）：

無
尽
会
社
の
合
同
具
体
化
、
物
品
無
尽
、
営

業
区
域
の
拡
張
。
第
六
次
改
正
（
昭
和
一
八
年
）：

営
業
年
度
の
改
正
（
暦
年
か
ら
会
計
年
度
）、
信
託
認
容
。
第
七
次
改
正
（
昭
和
二
四

年
）：

見
做
無
尽
の
容
認
。

（
16
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
五
四
〜
六
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
17
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
九
四
〜
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
18
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
一
一
九
〜
一
二
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
19
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
20
）

前
掲
、
全
国
相
互
銀
行
協
会
（
一
九
七
一
）、
一
六
四
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
21
）

前
掲
、
菅
正
広
（
二
〇
〇
九
）、
六
八
〜
六
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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